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◇春、梅雨そして夏が来ます

　　立春を過ぎたあとに冬のような寒さになることを｢寒の戻り｣と、

　春分のあとに東南の方向から吹く心地よい風のことを｢清明風｣と

　呼び、北風の吹く季節が終わり本格的な春の訪れの合図です。

　　春の花、芝桜(シバザクラ)は、ひとつひとつの花は小さいです

　が、花が密集して集まると、まるで｢花の絨毯｣のように美しい姿

　になります。

　ちっちゃな花がたくさん集まって咲き誇っている姿から"一致"や

　"合意"という花言葉が付けられたようです。

　"臆病な心"というのも、ひとつひとつの花だけだと少し臆病にな

　ってしまうという芝桜の気持ちがわかるような花言葉です。

芝桜：一致、合意、臆病な心

◇春、新年度、2025(令和7)年度に入りました

　　私ども｢ひよこの会｣は、1997(平成9)年に産声を挙げて以来、今年で29年目になります。

　当初は、肢体不自由児の保護者の拠り所にと｢八千代肢体不自由児者父母の会｣(通称ひよこの会)

　として発足しましたが、肢体不自由以外の障害を抱える人が如何に多いことか。

　そこで2012(平成24)年に会の名称を｢八千代心身障害児者父母の会｣に変更しています。

　　設立3年目の1999(平成11)年には、念願の施設｢にじと風｣を開所することができました。

　その2年後には、施設｢にじと風｣は｢NPO法人にじと風福祉会｣として分離、ひよこの会は同法人の

　活動を全面的に応援しています。

　　ひよこの会は、前記法人を利用している人の保護者が中心となって活動しています。

　その中身は、同法人応援のための収益事業の他、障害を抱える子を持つ同じ立場の保護者が集う

　コミュニティとしての役割があります。

　障害者家族の日常には様々な壁あり、共に生きる日々は喜びと困難が入り混じる特別な旅路です。

　社会から遠ざかって孤立しまわないように、似た境遇の仲間との繋がりを大事にしたいのです。

◇4月度収益事業の報告
no.

1 4/6日)､6:30-12:30 福祉バザール(運営) 須藤守/須藤大河/高橋保/吉野康生/吉野純子

2 4/6日)､8:00-12:30 福祉バザール(販売) 佐々木ひとみ/野村優斗/佐藤紀子/船木とし子/

松田ヒナ子/菊地リカ/吉野純子

3 4/12(土)､8:30-10:00 資源回収 荒木賢太(実績報告待ち)

　　　4/6(日)、福祉バザールの様子
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◇にじと風、施設の行事から
　　　3/22(土)、卒業おめでとうの集い

この春に卒業の区切りを迎えた利用者を囲んでの恒例の会。

今年は、保育園から高校までの16名が卒業。

その全員が参加したわけではありませんが、記念品を手にし

後輩や保護者を交えて穏やかな一時を過ごしました。

　　　3/27(木)、ボーリング大会

にじと風特設ボーリング場

　　

 

　　　3/29(土)、葛西水族館に行ってきました

7年ぶりの水族館。葛西までの往復は、電車です。電車に乗ることも

駅中の人混みも、めったにない体験もしました。

　

　　　4/6(日)、いちご狩り

雨の中、ハウスの中はいちごの香りでムンムンでした。

◇これからの予定

　　・5/4(日)､8:00-12:00  第20回 八千代 友･遊･福祉バザール(八千代市役所)

　　・5/11(土)､8:30-10:00 資源回収

　　・6/6(金)　　　　　　 2025 KIDS TDLプロジェクト(浦安市)

　　・7/13(日)　　　　　　2025(令和7)年度 八千代心身障害児者父母の会(ひよこの会)通常総会

◇編集後記

　　今年の通常総会は久しぶりに対面での総会になりそうです。仲間の顔も初めましてから。

　福祉に関するいろんな情報、行政の動向などを知るいい機会です。行政への要望も出しましょう。

　この日にはできるだけ多くの方が会場へ足を運んでほしいと思います。　　　　(吉野康生記)
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